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平成29年３月橋本市議会定例会会議録（第４号）その2 

平成29年３月８日（水） 

     

  

（午前９時30分 開議） 

○議長（中本正人君）皆さん、おはようござ

います。 

 ただ今の出席議員数は20人で全員でありま

す。 

                     

○議長（中本正人君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中本正人君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において８番 阪本君、

11番 田中君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（中本正人君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 順番13、20番 辻本君。 

〔20番（辻本 勉君）登壇〕 

○20番（辻本 勉君）おはようございます。

会派で１人だけ取り残されまして、きょうに

なってしまいました。最終日ですけども、皆

さん、１日頑張ってください。 

 今回は、市営住宅ストック総合活用計画の

進捗状況についてということで、１問だけに

なっています。一般質問も50回近くやるとな

かなかやることがなくなってきまして、また、

若い人がどんどんやっていただけるんで、自

分は特に気になる点というか、そういうもの

に絞って、少ない中できっちりと詰めていけ

たらなと、このように考えています。 

 この質問をするに至った理由といいますの

は、私の地域の中には市営住宅がたくさんあ

るんですけども、結構いい住宅なんですけど

も、長い間空き家になっています。若い人か

らよくある市営住宅に入りたいという意見と

か、要望を聞かされておるんですけども、そ

んな中で空き家があるということはどうなっ

ているんかなと。できるだけ若い人が希望さ

れる市営住宅に入っていただいて、橋本市で

頑張っていただくということが一番いいんか

なと。 

 知っている若い人は九度山町へ行っている

方もおります。もともと実家が橋本市なんで

すけども、九度山町の町営住宅に入っている

ということになっていますので、大阪みたい

に遠いところではないんですけども、できれ

ばやはり橋本市に住んでいただきたいなと思

っておるんで、若い人が入れるような市営住

宅といいますか、できるだけきれいなところ

は速やかに募集をかけて入ってもらえたらな

というように思っております。 

 ちなみに、きょうの質問とは関係ないんで

すけども、きょうは初午ですね。世間でいう、

この辺でいう初午ということで、厄年になり

ましたら長田の観音さんへお参りをして、そ

れで家のほうで餅まきをするということです

けども、餅まきをして、厄をみんなに分けて

もらっていただくということなんですけども、

ちなみに、私の娘と同じ年のうちの会派の議

員、12番議員が厄年ということで、同じ会派

なんで彼の厄を少しでもこっちにもらってあ

げたらなという気持ちを持っております。そ

ういうことで、私の子どもと同じ年の方が議

員として頑張っているということなんで、親
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の立場からしても負けておられないなという

気持ちで一般質問をしていきたいなと思って

おります。 

 それでは、通告に従いまして、一般質問を

行います。 

 今回は市営住宅ストック総合活用計画の進

捗状況についてということで、平成20年７月

に策定されました標記の計画、ストック総合

活用計画なんですが、それを受けて、平成25

年３月の橋本市営住宅長寿命化計画、またそ

れに続きまして、昨年の９月には公共施設等

総合管理計画個別方針編により、本市の市営

住宅については、用途廃止から棟の集約・修

繕、個別改善（長寿命化）とに区分されまし

た。 

 計画の期間は、平成25年間から平成34年ま

での10年間としています。また、平成29年度

までの５年間を前期期間と位置付け、同年度

内に前期の進捗と効果を確認し、後期計画へ

反映させ全体計画の見直しを行うこととなっ

ています。前期５年のうち既に４年が経過し

ています。どれだけの成果があったのか、そ

してどのような総括をし、後期にどのように

反映させようとしているのかをお尋ねしたい

と思います。 

 まず、実情を知るということで、一点目、

この４年間での用途廃止状況について。 

 二点目、同じこの４年間での集約状況につ

いて、現状を確認していきたい。 

 三つ目、この４年間での需要と供給及び費

用対効果について、具体的にお答えをいただ

きたいなと思います。 

 最後に四つ目ですけども、後期計画見直し

についてということで、29年度当初予算でも

見直しについて市営住宅長寿命化計画見直し

の委託料が上がっておりますけども、どのよ

うな見直しをするんかということについて、

お尋ねしていきたいと思います。 

 以上、壇上よりの質問といたします。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君の質問、

市営住宅ストック総合活用計画の進捗状況に

対する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（塙阪 隆君）登壇〕 

○建設部長（塙阪 隆君）おはようございま

す。 

 市営住宅ストック総合活用計画の進捗状況

についてお答えします。 

 まず、この４年間での用途廃止状況につい

ては、計画策定の平成25年からの４年間で、

10棟17戸を除却し、用途廃止しています。 

 二点目のこの４年間での集約状況について

は、住み替え３件、退去が61件であるものの

集約に至った団地はありません。 

 三点目のこの４年間での需要と供給及び費

用対効果については、この４年間で市営住宅

への平均応募倍率は約1.7倍で、需要が供給を

上回っている状況です。なお、本年度は応募

されたものの抽選にもれた方の救済等を目的

に、応募周知の強化、募集期間の延長、募集

回数の追加等を行った結果、応募倍率は約２

倍となりました。 

 費用対効果については、募集にあたり必要

となる１戸当たりの回収費用の４年間での平

均は約90万円であり、一方、１戸当たりの４

年間での平均家賃収入が約94万円であること

から、一定の費用対効果は出ているものと考

えています。 

 最後に、後期計画の見直しについては、次

年度に当初の計画策定から５年目を迎えるこ

とから、過去５年間の進捗と効果を確認し、

将来の人口フレーム、市の財政状況や社会情

勢の変化等も勘案した上で、以後５年間の後

期計画へ反映するため全体計画を見直します。 

 今後、用途廃止、集約化を推進するために

は、入居者の移転が必要となりますが、それ
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には入居者の意向を把握し、合意形成を図る

ことが不可欠です。しかし、特に高齢者の方

には、移転に伴う家賃の増加や生活環境の変

化に対する不安等の意見が顕著であると感じ

ています。 

 このことから、現在の住宅管理戸数904戸か

ら平成34年度の管理目標戸数555戸への削減

達成については、非常に困難を伴うものと考

えています。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君、再質問

ありますか。 

 20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）どうも答弁ありがとう

ございます。 

 朝一番というのはなかなかテンションが上

がらないんで、もともとさやが悪いんですけ

ど余計にさやが悪いんで、ゆっくり行きたい

なと思います。１項目なんで、１時間いただ

いておりますんで、ゆっくり行きたいなと思

っております。 

 一応、ご答弁いただいたんですけども、ま

ず一点目の部分なんですが、10棟17戸を除却

し用途廃止しているということなんですが、

その場所というのはだいたいどの辺に、どの

住宅になるんかと、この用途廃止できた理由、

その辺も含めてお答えいただいたいと思いま

すけど。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）まず、場所でござ

いますけれども、平成25年から除却をしたと

ころでいいますと、まず東家の愛宕団地で３

戸、それから、兵庫団地のほうで11戸、城之

内団地で２戸、丸山公園団地で１戸という状

況になってございます。 

 除却できた理由でございますけども、退去

によってあきが出た状況でございますので、

そのあきの部分のところを除却させていただ

いたという状況でございます。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）ありがとうございます。

かなり古い住宅、木造の古い住宅で、当然、

廃止になっているところだと思うんですけど

も、実際、積極的に用途廃止に努力したとい

うわけじゃなくて、皆さんが亡くなられてい

なくなってもう用途廃止したという部分が、

だいたい中心ではないんかなと思うんですけ

ども、それはそれとして減っていっておると

いうことなんで、それはそれでいいと思うん

です。 

 特に問題のところは二点目のところなんで

すけども、集約状況なんですけども、住み替

えが３件で退去が61件あるんですけども、全

く集約に至っていないと、集約に至った団地

はないということなんですが、集約がされて

いかないと本来のストック総合活用計画が実

行されていないということなんで、集約に向

けてやっぱり努力をしていかなくてはならん

と思うんですけども、計画が全く進んでいな

いということで解釈をしていいんかどうか、

その辺も答弁いただきたいのと、集約ができ

ないということは、古い住宅が、空き家が周

辺に残っておって、２戸１の場合、隣に残っ

ておるとか、いろいろ問題があるんですけど

も、こうしていきますと、橋本市、最近、火

災が大変多いんですけども、過日も菖蒲谷の

ほうの空き家で火災が発生いたしました。 

 そしたら、火災などの大きな問題、住宅内

なんで、民家であれば１軒だけぽつんとあっ

て、そこの空き家が燃えたというんであれば、

多少の類焼というのはないと思うんですけど

も、古い市営住宅が２戸１、その端にまた２

戸１の住宅があって、そのうちの１軒が燃え

ていくと、これ、大きな問題になると思うん

です。そやから、こういうところは速やかに

集約をしていくということが最も大事だと思

うんですけども、その辺についてご答弁をお
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願いしたいと思います。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）集約につきまして

は、今、議員のおただしでもございましたよ

うに、２戸１のところで一つ空き家になって

いるという状況がありましても、なかなか前

へ進まないという状況がございます。一応、

集約につきましては、住民の方々のほうに広

報等をしとるわけでございますけれども、住

宅の中にはやはり高齢者の方が非常に多くご

ざいまして、そういった方につきましては、

やはり環境というんですか、そういう変化に

対する問題もございますし、また移転に伴い

ます負担もございます。 

 また、別の住宅にかわるということになり

ますと家賃が上がる場合がございまして、そ

の場合については、一応、猶予期間というの

を設けておるわけでございますけども、結果

的には何年かたちますと、先の住宅の家賃に

変わっていくということもございまして、か

なり負担が大きいということで、なかなか集

約が進まないといった状況がございます。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）部長、２番と３番は関

連しているんで、その両方でちょっと質問し

たいと思います。 

 今、ご答弁いただいたんですけども、なか

なか難しい部分があるんでそれはわかるんで

すけども、そうなってきたら、この計画自体

をほんまに立てたところで集約できひんでし

ょう、いえば。そういう問題がいろいろある

んであれば、集約でけへんわけでしょう。こ

の計画なんてほんまに絵に描いた餅と一緒で

すわ。そうでしょう。集約できひんのやった

らね。これ、やっぱり、もう古いところが出

ていって新しいところへ、どっかあいたとこ

ろへ、ずっと継続して市営住宅としてやって

いけるところにかわっていただいて、除却し

ていく、潰していくところについては速やか

に整理をしていきたいと、していかんとだめ

やということでこういう計画を立てておるわ

けでしょう。そういうかわれない、集約でき

ないという状況というのが、この計画を立て

た段階ではっきりしとるわけでしょう。それ

やったらこんな計画を立てたって、何の意味

もないわけや、実際のところね。そやから、

もっとその努力をする。 

 家賃の問題でもそうですわ。やっぱりかわ

っていただいたらちょっとでも条件を緩くし

てやる、家賃をちょっとでもまけたるとか、

しょっちゅう足を運んでかわってもらえるよ

うな状況を相談しながらつくっていくとかね。

やっぱりいろいろしていかんと、ただ待っと

っただけではなかなかこんなもん、集約でき

ることやない。そうでしょう。亡くなるか、

１人で住んではったら、もともと家族で住ん

ではったと思うんやけど、高齢化してきて１

人が亡くなられて１人で住んではった。この

方が施設へ入られた。そしたら、あいてきま

すわね。そうか亡くなるとか。そういうこと

でないと集約できひんのやったら、こういう

計画ははっきりいうて無駄な計画になるわけ

ですわ。もっと積極的にやらないとだめやと

思います、その辺はね。 

 ここらは集約の関係なんであれなんですけ

れども、三つ目は、壇上でも言いましたとお

り、できるだけ橋本市民の住宅困窮者の方に、

多くの方、長いこと待っていただかんでも入

れるようにしていきたい、入ってもらいたい

ということがあるんで、いろいろ質問させて

いただきましてあれなんですが、費用対効果

の問題も含めてあるんですけども、この間、

４年間ですけども、募集したときに応募者、

入居希望者といいますか、数と、それに対し

て供給という募集戸数、これがいくらになっ

ているんか、率のほうは聞いているんですけ
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ども数字的なものを聞いていないんで、その

辺ちょっとお教え願えますか。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）過去の募集の状況

で申しますと、平成25年には19戸の募集に対

しまして応募が36戸ございました。26年度は

14戸の募集に対して22戸の応募、27年度は13

戸に対して11戸、28年度については18戸の募

集に対しまして36戸の応募があったという状

況でございます。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）ありがとうございます。

27年を除いて、かなり募集戸数に対して応募

者が多いということなんですが、そうしてい

きますと、一番気になるのは、募集の数がや

はり少ない。そうでしょう。応募者の数から

いくと、募集戸数が少ないというのが一番だ

と思うんです。その辺でいきますと、もう少

し募集をしてやらんとだめかなと。何年もあ

いているところ、はっきり言いまして、私の

ところの原田Ｄとか、原田Ａ、原田改良、こ

の辺、結構いいんですよ、建物自体がね。そ

れでも、なおかつあいているわけです。原田

Ｄで５軒、Ｃで３軒、改良で７軒、Ａで３軒、

あいているんですよ。これ、僕は地元のこと

はよくわかるんであれなんですけども、結構、

住宅としてはあまり傷んでいないと僕は思っ

ています。それなのに入れていないというの

は、どこに問題があるんかというと、やはり

予算と違うんかなと思うんです。 

 特に、先ほどの費用対効果も引っかかった

んですけども、入っていただくのに改修する

費用がかかる、そしたら、あとは家賃で回収

していかなあかんでしょう。それ４年間でい

うたら90万円、改修費用が90万円で家賃収入

が94万円ということはプラス、収益が上がっ

ておるという、単純ですが、これは家賃対家

賃との単純、附帯人件費とかいろんなことを

比較するんじゃなしに、対家賃だけで考えて

いくとプラスになっているわけでしょう。そ

やから、そういうプラスになっているんであ

れば、何でやっていけへんのかなと。市民ニ

ーズに応えて、改修をやっていけへんのかな

というのがちょっと不思議で仕方がないんで

す。ほんで、担当課のほうと打ち合わせをし

たんですけども、この辺はやっぱり予算要求

をかなりしてくれているということだと思う

んですよ、実際ね。直接の担当課というのが、

これだけのニーズがあるにもかかわらず、こ

れだけしか募集できないというのは大変問題

があるということで、担当課は恐らく予算要

求をしていると思うんです。なお、予算がつ

いていかない。そうでしょう。 

 こういう投資をして回収できるもんに予算

をつけていかないというのは、僕は不思議で

しゃあないんですよ。そうでしょう。お金を

どんどん使っても返ってけえへんやつ、いっ

ぱいあるでしょう。行政というのは、もちろ

んね。こういう住宅なんていうのは、これ、

マイナスやったらちょっとしんどいかもわか

りませんけども、プラスになっているんです

よ。こういうところに予算をつけていかない

というようなのはなぜなんかと。財政課長、

ちょっと答弁をいただけますか。 

○議長（中本正人君）財政課長。 

○財政課長（小原秀紀君）ただ今の答弁の中

で、一定の効果があるということでしたので、

この改修費用につきまして、今後、担当課と

そこら辺についても詳細を協議しまして、適

切に財政措置をするように取り組んでいきた

いと思います。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）こういうことを何かに

つけてそうなんですよね。そうでしょう。行

政はしないというか。速やかにやっといたら、

いえば、これ、もっと４年前に改修をして投
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資して入ってもうとったら、どれだけプラス

になっとるんですかね。そうでしょう。そう

いうことをもっと計算して、投資をしていく

ということを考えらんとね。そこ、リスクの

ある投資じゃないでしょう。確実にデータが

出てきとる、確実に家賃が入ってくるんやか

ら。 

 それと、もう一点、担当課に特にこの辺、

聞いておきたいのは、先ほども言いましたけ

ど、あいているのに入っていないというとこ

ろがあるんですけども、空き家になってから

速やかに入所してもらうということは、これ、

一番基本やと思うんですよ。そうでしょう。

家なんて、入らんと住まんと何年もほっとい

たら、悪くなる一方ですわ。これ改修費用が

かかってくる。民間のとこでもそうや。個人

の家でもそうですけども、空き家というのは

何ぼでも悪くなってきて、今度いらおうと思

ったら何ぼでも、年月がたてばたつほど費用

がかさむ。 

 そやから、この辺はもっと早くやれへんの

かなと。何で速やかにせえへんのかなという

のは大変気になるところやし、もちろん、若

い夫婦で住んではって家を購入する。若い人

は家を購入して出ていく。若い人って、結構、

きれいに入ってはる。年寄りが汚いとは言い

ませんけども、結構きれいに住んではるんで、

そういう人が出ていった後というのは、速や

かに簡単な改修で、まあいえば、入居募集で

きるわけよ。そういうことをやっぱりきちっ

とやっていけへんから、具合が悪いというこ

とになるんです。 

 一つ、ここで注意しておきたいのは、担当

が見に回っているのかどうかは知りませんけ

ども、屋外工事、屋根、外壁工事、定期的に

やってはります。今度、当初予算でも、名古

曽か何かで3,600万円ぐらいの予算が上がっ

ておるんですけども、外壁、原田のＤか何か

も多分１年か２年ぐらい前にやっているんで

すね。これ、外壁工事、結構金がかかります

わね。それをやって、原田のＤなんか３軒あ

いとるんよ。それ、１年半、２年ぐらい前に

金かけて、屋根と外壁やっとるんや。三つあ

いたままなんよ。そしたら、空き家にしとる

から、裏のとこの居間のガラスを割られてお

る、空き家にしとるから。何で外壁も屋根も

きれいにして、三つあいているやつを何で一

緒に入れへんのよ。何でそういう作業をせえ

へんのですか。 

 これ、僕がたまたま原田のＤをしょっちゅ

う見ているんであれなんですけども、ほかに

もあると思うんですよ。ほかの住宅でもね。

今度、名古曽を3,600万円かけてやったときに、

名古曽もあいとるわけですわ。そしたら、名

古曽もやったら速やかに募集をかけるんかい

と。大きなお金を使ってやったら、当然、も

うきれいになったら入れていかなあかんでし

ょう。あと、内装の費用というのはしれとる

やん。名古曽なんか3,600万円予算が上がって

きて、あと、あいたとこの内装は何ぼやねん、

何ぼかかるとなったら、そんなむちゃくちゃ

かからんはずですわ。それを入れていったら、

まあいえば、回収されるわけや、費用がね。

外壁と屋根の分まで全部回収とはいかんでも、

それなりに回収をできてくるわけ。そやから、

その辺、ちょっと特化してじゃないんですけ

ども、原田のＤと今度の名古曽の問題も含め

て、ご答弁をいただけますか。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）今、おただしがあ

りましたように、長寿命化の関係で屋外の改

修をしている住宅がございます。この住宅に

つきましても、入居については順次進めてい

るわけでございまして、先ほど出てまいりま

した名古曽の改良住宅につきましては、現状

としては、一応、改良した後に100％の入居と
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なっておりますけども、ほか、改修した団地

の中ではまだあきがある状況でございます。 

 これについては、順次、また募集をしてい

くわけでございますけども、ただ、現場のほ

うにつきましては、募集するとき、地域とい

いますか、市内での全体でやっぱりバランス

のとれた募集ということで、一つの地域に集

中するというわけにもまいりませんし、また、

応募が非常に多い中で、できるだけ改修費用

の安くつくところを改修して募集する戸数を

増やしたいという思いもございますので、そ

のあたりのバランスも考えながら、ただ、今、

おただしがありましたように、せっかく屋外

の改修をしたとこでございますので、その分

につきましても、できるだけ募集戸数を増や

していくように努力したいと思います。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）募集のバランスと言う

てはるんですが、そのバランスをとる必要性

がどのくらいあるんかなと思うんですけど、

はっきり言わせていただいて、便利のいいと

ころ、そこへ入居される方にとって、まず利

便性。駅に近いとか、学校に近いとか、いろ

いろあると思うんですけども、便利のいいと

ころ。それと、きれいなところね。できるだ

け新しいところ、きれいなところ。まず、そ

れと、家賃の問題もあるんやろうけど、家賃

の問題というのは、あまり最近は民間が結構

高い家賃で募集をかけて入ってはります、若

い人ね。その住宅の名前を言うとあれなんで、

結構どんどんちょっとした土地があったら建

てられて、そこは高いですよ、結構ね。それ

でも入ってはるんです。 

 その辺も含めていくと、特に原田のＤなん

て、地元のことで言うのあれなんやけど、橋

本駅に近い、歩いて10分。スーパー銭湯がで

きましたわな。スーパー銭湯、歩いて５分。

５分かかれへんかわからん。そうでしょう。

ほんで、屋根も外壁も直してきれいなんや。

そうでしょう。で、もう一つ、上のほうのか

な、Ａも、これ２戸１で大変きれいですわ。

これも三つあいとる。あいたままなんや。こ

ういうところを何で早く入れていけへんのよ。

ここらは入ってもらったら、絶対、じきに改

修してもペイできるはずなんや。３年、４年、

これ、確実に平均したら４年でいけるんやけ

ど、いいところは４年もせんでもペイできる

んや。どんどん入れていったら、まあいえば、

プラスになるわけや、市の収益になってくわ

けや。 

 ここらをもういっぺん、ご答弁をいただき

たいのと、さっきも２番の集約の関係でいう

たら、これ、資料をいろいろいただいておる

んやけど、用途廃止の場所ありますわな。用

途廃止の場所、計画の中で。用途廃止の場所

で、災害用１戸とかってあるんやな。とって

んの、余分よ。そんなん用途廃止するような

とこで、災害用なんかとってどないすんねん。

こんな用途廃止のとこがあいとるんやったら、

災害用にとらんと潰したらええんと違うん。

用途廃止のところが災害用になって、災害あ

ったときにそんな用途廃止の住宅へ入れてど

ないするんですか。 

 それと、もう一個、棟の集約のところで、

政策空家２戸、棟の集約するのに、政策空家

２戸ある。で、災害用また４戸あるんや。こ

れ、ストック活用計画で棟の集約をしようか、

それで、やるかと言うとるときに、用途廃止

のとことか、棟の集約のとこを残してどない

するんや。速やかに潰したらええんや、こう

いうところは。人が住めるようなところを、

もうちょっとええところを、これからもずっ

と住めるようなところを災害用に置いたった

らええわけでしょう。そんな用途廃止するよ

うなとこ、言うたら悪いけど、何で災害用に

置くんかな。この辺も不思議でしゃあない。
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こんなことをしとるから、集約できていけへ

ん。ちょっとその辺も含めて、ご答弁いただ

けますか。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）まず、住宅で収益

が上がるということあれば、もちろん人気の

あるところというか、そこに集中して募集を

していくって、これは一つだと思います。た

だ、募集をしている中では、やはりいろんな

地域の方の要望もございまして、募集をしま

すと、実際、そのニーズによりまして、募集

をしても、募集が集中する住宅と、それから、

たまたまそのときに募集者がいないと、応募

者がいないという住宅もございます。という

ことで、我々、現場でおる人間からしますと、

市内各住宅のところで、それぞれそのときに

よって、やはり入居される希望の方がいろい

ろおられますので、やはり市のバランスとい

うのも、一定、考える必要はあるんかなとい

うふうに感じております。その中で、収益を

上げていくというのも大事でございますので、

そのあたりのバランスを考えながら、今後に

ついては取り組んでいきたいなというふうに

思っております。 

 それから、災害用の住宅でございますけれ

ども、できるだけ改善をしながら進めていく

住宅のところには、長期で入っていただく方

に応募いただいて、災害については一時期の

ことでございますので、現状としては、集約

等の団地のところを使わせていただいている

というのが実情でございます。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）バランスというかもえ

えんやけど、市民要望の強いところをやっぱ

りできるだけ早く改修して、募集をかけてい

くと。そうでしょう。市民要望がないような

ところは、はっきり言うて悪いけど、改修費

用をかけてやっても、また、募集をかけても

応募ない場合もあるんやからね。まあ、いえ

ば、東家なんかが人気があって、結構いつも

満タンになっていく。そういう人気のあると

ころをどんどん、あけば改修して入ってもら

うというふうにやっていったら十分やと思う

んで、その辺は今後、取り組んでいただきた

いなと思います。 

 もう一点、結構空き家があるんですね。空

き家戸数でいくと290、もともといいところと

いうか、修繕と長寿命化で今後やっていくと

ころといえば、若干の数の少なさはあるんで

すけども、用途廃止と集約を除いても66戸ぐ

らい空き家がある、改良も入れて78空き家が

あるんですけども、この空き家住宅の状態、

どういう状態であるんかということを調査し

ているんかどうか。 

 先ほど言いましたけども、屋外工事をして

も、裏の居間のところのガラスが割られてほ

ったらかしになっているとこもあるわけや。

ほんで、前がもう草ぼうぼうになって全然や

と、そういうところもいっぱいありますわ。

そやから、空き家になっているところを、き

ちっとやっぱり管理をして、回っていって、

まあいえば、空き家のリストあるんやから行

ったら、見たらわかるわな。そしたら、もう

状況はどうなんやと。裏から見たら、裏のガ

ラスが割られているのがすぐわかるねん。上

の道から見てもわかる。前へ行ったら、前に

草がいっぱいで汚いというのがわかるんや。

そうでしょう。そういうところはやっぱりき

ちんと写真もとって、チェックをして、そう

でしょう。次、改修するときにはどれぐらい

かかるんなと、中。それぐらいもやっぱりち

ゃんとしていかんと、こんな計画、絶対進み

ませんよ。どんどん入れて集約していかんと。 

 これね、平成27年で、ストック活用計画が

できたときに927戸ですわ。そのときにできて、

555戸にするという話があったんですけども、
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25年に新たに出しているんやけど、長寿命化

計画を出したときには904戸かな。現在も904

戸か。二十何ぼしか減っていないよな。そう

でしょう。23戸。平成20年ストック活用計画

を立てたときから見て、23戸しか減っていな

いんやで、いえば。こんなん10年間近く何を

しとんよ。23戸しか減っていないって。こん

なんほとんど亡くなって、まあいうたら、空

き家になったとこだけと違う、はっきりいえ

ば。 

 そやから、もうちょっと空き家のところの

調査をきちっとしてやっていただかんと、何

ぼ減っても一緒ですよ。もうあんまり、先ほ

ど財政課長がいいご答弁をいただいて、これ

からは収支がとれているようであれば、もう

ちょっと予算も検討していきたいということ

を言っていただいておるんで、それはそれで

よろしくお願いしときたいんですけども、あ

と、後期計画の見直しのところなんですけど

も、見直しの予算が上がっています。当初予

算でね。これは予算委員会でまた言わないか

んのですけども、この見直しの委託料が609

万円上がっているんですけども、こんな状況

であったら見直しをどないするんなと思うん

です。そうでしょう。10年たってもほとんど、

二十何件しかできていない。これ、見直しし

て、どないするんなと。僕、担当やったら、

こんなん見直しはできませんわと言いますわ。

期間を延長するだけですと、とりあえず。そ

んなもんに600万円もかけて、見直しをどない

するんかなと。 

 この間、打ち合わせのときも担当でできへ

んのかいという話をしましたけど、これは補

助金との関係があるということなんですけど

も、今度、補助金がもらわれへん、回収の補

助金がもらわれへんというんであれば、それ

はまたいろいろ考えていかないかんのやけど、

この計画段階の中で3,600万円をかけて改修

をしていくんやと。長寿命化をやっていくと

いうことであれば、これ、二分一で補助金が

出るんと違いますか。そんなとこで見直し計

画で一緒に上げらんでも。この計画の中でと

いえば、二分一で補助金が出るんと違うんか

な。財政課長、ちょっと教えてもらえますか。

私、その辺わからんので。 

 セットで予算を組まんと、組んできている

わけや、セットで、まあ言うたら、見直し系

の委託料と、ほんで解消の、両方来とるんや

けど、この辺は予算委員会で詰めたいと思う

んやけども、ちょっと教えていただきたいの

は、見直しをせんと改修の補助金が出えへん

のかどうか、その辺。もう今、ストック総合

活用計画の期間にあるんやから、長寿命化計

画の期間の中にあるんやから、その期間の中

で改修するとなったら、大幅な改修、大規模

改修するとなったら補助金はあるんと違うか

いと。出えへんのですかということなんで。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）すいません、私の

ほうからちょっとご回答をさせていただきま

す。ストック総合活用計画を踏襲した形で平

成25年に住宅の長寿命化計画ができておるわ

けでございますけども、現在、しております

外壁の改修でありますとか、そういった工事

につきましては、これ、長寿命化計画に基づ

いた形で施工させていただいておりまして、

その補助金２分の１、また、除却についても

40％ですか、の補助金をいただいているとい

う状況でございます。 

 先ほどから計画の話もあったんですけども、

昨年ですか、平成28年の８月に公営住宅の長

寿命化計画の策定指針というのが改定されま

して、今までは10年ということだったわけで

すけども、これからの長寿命化計画について

は、30年程度の長期的な視野に立った計画の

見直しをするということになっておりまして、
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やはりこの社会情勢の中のところでなかなか

進みにくという背景もある中で、そういう見

直しをするということになってございます。

国からもこういった計画の見直しについては

強く求められておりますし、また、先ほどか

ら言いましたように、この計画に基づいた形

での長寿命化の工事ということになりますの

で、ぜひとも必要な計画の策定だというふう

に思っております。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）担当部長がぜひとも必

要な見直しやと言うんであれば、それはそれ

でいいと思うんですけども、それなりの見直

しをしていただかないと、今と同じようにほ

んまに進まん計画になってしまうんでね。そ

うでしょう。その辺だけはきちっと、何ぼ補

助金といえども二分一、市単でしょう。その

辺はやっぱりきちっと計画見直しをしてもら

わんとだめやと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

 もう最後に、今まで言うたやつのまとめみ

たいなものなんですけども、投資しても確実

に改修できるもん、そういうのはやっぱり厳

しい財政状況であってもやるべきであるとい

うことやと思うんです。この辺は財政課長、

きちっと把握しといていただきたい。厳しい

財政状況であるがゆえに余計に、そうでしょ

う。改修できる部分については、積極的に投

資をしていく。金ない金ないといって小さく

なっていたらまちなんてあれなんやから、そ

うでしょう。どこへ投資するのやったら、や

っぱり回収できるところに投資するというの

が、これ、民間の考え方や、そうでしょう。

ほんで、行政というのはリスクを背負ったら

いかんので、その辺は十分注意しながらやっ

ていかないかんのやけども、そこはきちっと

やっていただきたい。 

 それと、集約がやっぱり問題。きちっと集

約されていったら、市営住宅というのは、や

はり市民ニーズに応えながら、まあいえば、

環境もよくなっていくわけやね。そうでしょ

う。これはもう今度の計画の見直しで参考に

しといてもうたらええ。環境もようなってい

くわけです。もう古い住宅、集約、用途廃止

せんなんような住宅は、橋本市内に点在しと

ったら、はっきりいうて、防犯上というか、

防災、火災の関係も含めていろんな面で、環

境的にも悪い、美化的にも悪い、で、やはり

それはきちっとやっていくことが、すばらし

い橋本市になっていく一つの要素であるとい

うことなんで、やっていただきたいなと。も

う積極的に、今まではほんまにまあまあ言え

ば、まちの集約の体制やけども、これからは

やっぱり見直ししたら、もっと積極的に集約

していこうよ、していってよ。 

 それと、ここは根本的に公営住宅法という

のはもう昔の話なんで、公営住宅というのは

根本的にほんまに考えていかんなん時期が来

ているんと違うかなと思うんです。それ、今

回、質問したのはその辺もあるんで、これ、

全国的にも公営住宅のあり方というのはもう

勉強されて、いろいろ改革はされてきておる

んで、橋本市もほんまに公営住宅事業、この

ままでしとってええんかいということなんで、

民間、前からも出ていましたけども、民間活

用ということもあるんで、少子化になってき

たら、将来的にはこの公営住宅がほんまに必

要性があるんかということも考えていかなあ

かんと思うんで、その辺も含めた中できちっ

としてください。 

 あと、言うときますけど、また予算委員会

で言わせていただきますけども、見直しの部

分については、ほんまにその予算をとってい

るんやけども、それに、まあいえば、形だけ

見直しするんと違って、これから先、10年先

というか、この後期計画終わった後、ほんま
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にいいもんができていくように努力をしてい

ただきたいなと思うんですけども、最後に一

点だけ教えてもらいたいのは、結構、改修費

用、億くらい入っていますんで、市営住宅自

体がね。そやから、これ、入居してもらうた

めの改修費用というのはだいたい平均４年間

で90万円ということなんやけども、大きな改

修というのはどれぐらいあるんかな。過去４

年間、わかりますか、大きな改修。今回の当

初予算が一番大きいんかな。改修の大きい金

額というのは。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）今のご質問はあれ

ですか。長寿命化に関する工事費という。平

成25年から改修の工事をやっとるわけでござ

いますけども、平成25年度では約3,100万円、

26年度では2,100万円、27年度で2,000万円、

平成28年度では約7,900万円をかけて屋外の

改修工事というのを行っております。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）ありがとうございます。

この辺は補助金もつくんで、どんどんという

こともないんですけどもやっていただいたら

ええと思うんですけども、何にせよ、集約す

る気がないというか、遅いというか、ほんで、

用途廃止していったら土地があいてくると思

うんですね。そうでしょう。この場合に、橋

本高校の横ですね、丸山公園かな。丸山公園

がもうなくなってしもたんですけども、あそ

こも、あそこがあいたときに、僕は何回も言

いましたよね。売却を早いことしたってよと。

近所の方が欲しいから、駐車場があの辺がな

いんで、欲しいということがあるんで、もう

何年も前から言うていたんやけど、一向にそ

ういう処置をせえへんだって。ほんで、あい

たところを金をかけて囲いをしとるわけ。ダ

ブルで損をしとるんですよ。ごっついもんで

囲いしとるわけや。その丸山公園の住宅、あ

いたとこね。速やかに売却したったら何も金

は要れへん、お金が入ってくるだけや。そう

いうことすらなかなかスムーズにせえへん。 

 これは建設部だけの問題じゃないと思うん

ですけども、管財とか、売却についてはいろ

いろ関係がしてくるんであれなんですけども、

そういうことも含めて、スムーズな形をとっ

ていってやらんと、古いところに結構、用途

廃止のところに住んではる方というのは、や

っぱりかなり周りがなくなってきていると、

環境も悪いし、何か住みにくい状況になって

くるんで、そやからそこらはやっぱり市とし

てもきれいにしていく、速やかにやっていく。

やはり財政状況厳しいので、その辺の土地の

売却についても積極的に取り組んでいったほ

うが僕はいいと思うので、最後に、財政のほ

うに、もう一度、再確認というか、お願いを

して終わりたいと思いますけども、やはり、

まだ、この４年間の状況を見ますと、やはり

需要のほうが多いというかな、供給が少ない。

希望者が市営住宅に入れない状況があります

ので、よそへ逃げないように、市営住宅を希

望しておって橋本市にないやんかって、ほん

なら、かつらぎ町とか、九度山町へ行こうか

ということのないように、できるだけ１家族

でも多く市営住宅に入れるように頑張ってい

ただいて、財政の許す範囲というか、このぐ

らいやったらこのぐらい入ってくるなという

ことを、見通しを立ててやっていただきたい

なと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 終わります。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時35分まで休憩いたします。 

（午前10時20分 休憩） 

     


